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奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』
に
つ
い
て

石
川

透

室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
奈
良
絵
本
は
、

一
般
的
に
は
、
御
伽
草
子
や
幸
若
舞
曲
の
作
品
群
が
絵
入
り

-218-

一
、
は
じ
め
に

本
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
そ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
と
同
じ
よ
う
に
、
平
安
朝
物
語
や
軍
記
物
語
、
さ
ら

に
は
、
随
筆
文
学
等
の
作
品
群
も
、
奈
良
絵
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
さ
す
が
に
数
は
少
な
い
も
の
の
、
和
歌
文
学

作
品
も
、
奈
良
絵
本
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
内
、
今
回
は
、
『
百
人
一
首
』
を
取
り
上
げ
て
、
紹
介
を
す
る
と
と
も
に
、
比
較
研
究
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
。

二
、
奈
良
絵
本
と
い
う
言
葉

奈
良
絵
本
と
い
う
言
葉
は
、
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
諸
説
あ
る
が
、
明
治
ご
く
初
期
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
、
「
奈
良



絵
」
と
い
う
、
奈
良
の
土
産
物
の
絵
に
似
て
い
る
本
で
あ
る
か
ら
、
「
奈
良
絵
本
」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
も
奈
良
市
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
「
奈
良
絵
」
の
土
産
物
は
、
素
朴
な
決
ま
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
絵
で
あ
る
か
ら
、
明
治
時
代
の
「
奈

良
絵
本
」
は
、
お
そ
ら
く
、
素
朴
な
彩
色
入
り
の
本
を
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
室
町
時
代
後
期
に
作
成
さ
れ
た
素
朴
な
絵
巻
や
絵
本
、
そ
し

て
、
お
そ
ら
く
、
間
似
合
紙
に
記
さ
れ
た
横
型
の
絵
本
群
が
、
こ
れ
に
相
当
し
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
素
朴
な
絵
の
作
品
以
外
、
例
え

ば
、
縦
型
の
細
密
な
挿
絵
を
持
つ
絵
本
や
、
豪
華
な
絵
巻
物
も
、
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
「
奈
良
絵
本
」
に
含
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
の
で
、
「
奈
良
絵
本
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
場
合
で
も
、
研
究
者
に
よ
り
、
指
し
示
す
範
囲
が
異
な
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
も
存
在
す
る
が
、
制
作
時
期
も
か
な
り
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
し
、
何
よ
り
、
現
実
に
浸
透
し
、
教
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科
書
に
も
使
用
さ
れ
始
め
て
い
る
の
で
、
「
奈
良
絵
本
」
を
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
の
約
百
五
十
年
間
に
制
作
さ
れ
た
彩
色
絵

入
り
の
写
本
群
、
と
い
っ
た
意
味
で
使
用
し
た
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
「
奈
良
絵
本
」
は
、
あ
く
ま
で
も
本
の
形
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
ジ
ャ
ン
ル
を
特
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
大
学
に
よ
っ
て

は
、
奈
良
絵
本
は
、
国
文
学
研
究
上
の
ジ
ャ
ン
ル
名
で
あ
る
御
伽
草
子
と
同
義
語
と
し
て
使
用
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

内
容
上
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
が
奈
良
絵
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
幅
の
広
さ
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
江
戸
時
代
前
期
に
絵
入

り
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
版
本
と
同
等
な
の
で
あ
る
。

見
方
を
変
え
て
言
、
っ
と
、
江
戸
時
代
前
期
に
出
版
さ
れ
た
絵
入
り
本
の
多
く
は
、
奈
良
絵
本
と
し
て
も
制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
は
、

一
般
普
及
本
と
し
て
の
版
本
に
対
す
る
、
豪
華
な
手
作
り
の
写
本
と
し
て
の
需
要
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
い
う

こ
と
は
、
制
作
者
側
は
、
作
品
の
内
容
や
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
こ
だ
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
豪
華
本
を
注
文
す



る
側
の
好
み
が
あ
る
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ル
の
偏
り
は
あ
る
の
だ
が
、
今
日
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
持
っ
た
奈
良
絵
本
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
に
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
、
絵
入
り
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
百
人
一
首
」
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一一一、

『
百
人
一
首
』

の
絵
入
り
版
本
と
奈
良
絵
本

『
百
人
一
首
』
は
、
鎌
倉
時
代
に
藤
原
定
家
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
歌
集
で
あ
る
。
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
あ

り
、
早
い
段
階
で
の
絵
入
り
本
も
存
在
し
た
よ
う
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
江
戸
時
代
以
前
の
絵
入
り
本
は
現
存
し
て
い
な
い
。
今
後
、
そ
れ

は
出
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
段
階
で
報
告
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
制
作
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
存
す
る
『
百
人
一
首
』

の
古
い
写
本
は
、
ほ
ぼ
字
の
み
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
最
初
の
『
百
人
一
首
』

の
版
本
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も
絵
を
伴
っ
て
い
な
い
。
今
日
で
は
、
「
百
人
一
首
』
は
、
カ
ル
タ
と
し
て
、
絵
を
伴
う
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
カ
ル
タ
と
し
て

の
『
百
人
一
首
』
も
、
江
戸
時
代
以
前
の
作
例
は
な
い
。
さ
ら
に
は
、
江
戸
時
代
の
女
性
向
け
の
往
来
物
に
は
、
絵
入
り
『
百
人
一
首
』
を

含
む
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
も
、
江
戸
時
代
前
期
の
時
点
で
は
さ
ほ
ど
多
く
は
作
ら
れ
て
は
い
な
い
。
カ
ル
タ
の
『
百
人
一
首
』
が
普
及
す

る
の
も
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
、
「
百
人
一
首
』
が
絵
入
り
本
と
し
て
、
知
名
度
を
上
げ
る
の
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
で
、
そ
の
後
、
爆
発

的
に
普
及
し
て
、
今
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
漫
画
や
ゲ
l
ム
へ
と
連
綿
と
続
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
で
あ
る
か
ら
、
江
戸
時
代
前
期
が
制
作
の
中
心
で
あ
る
奈
良
絵
本
と
し
て
は
、
「
百
人
一
首
』
が
多
く
存
在
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』

の
最
初
の
本
格
的
な
研
究
・
紹
介
は
、
吉
田
幸
一
氏
『
百
人
一
首

為
家
本
・
尊
円
親
王
本
考
」

(
一
九
九
九
年
五
月
、
古
典
文
庫
)

で
あ
ろ
う
。
吉
田
氏
は
、
こ
の
本
に
お
い
て
、
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』
を
全
文
カ
ラ
l
で
紹
介
さ
れ
て



い
る
。
そ
の
研
究
編
で
は
、
吉
田
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
ま
で
に
奈
良
絵
本
の
中
に
、
「
百
人
一
首
」
の
歌
仙
絵
が
存
在
し
た
こ
と
や
、
そ
の
内
容
に
つ
き
誰
も
言
及
し
た
人
は

い
な
い
よ
う
だ
。
「
百
人
一
首
」
歌
百
首
を
題
材
と
し
た
の
で
は
な
く
、
和
歌
の
作
者
た
る
人
物
、
す
な
わ
ち
百
人
の
歌
仙
の
似
絵
(
座

像
・
肖
像
画
)

の
奈
良
絵
本
で
あ
る
。
今
ま
で
奈
良
絵
で
は
、
人
物
描
写
は
没
個
性
的
で
、
識
別
で
き
る
人
物
画
は
な
い
と
見
ら
れ
て

来
た
が
、
「
百
人
一
首
」
は
、
物
語
や
説
話
の
よ
う
に
、
右
か
ら
左
へ
と
詞
書
が
続
く
プ
ロ
ッ
ト
は
、
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
歌
仙
に
男
女
の

別
が
あ
る
だ
け
で
、
す
べ
て
一
場
面
(
一
ペ
ー
ジ
)
に
歌
仙
と
そ
の
歌
一
首
と
が
画
賛
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
奈
良
絵
と
し

て
は
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

-221-

古
典
籍
を
『
古
典
文
庫
』
と
し
て
数
多
く
紹
介
し
て
い
る
吉
田
氏
の
発
言
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
奈
良
絵
本
の
『
百
人
一
首
』
は
珍
し

い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
に
は
、
赤
井
達
郎
氏
の
奈
良
絵
本
の
論
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
紹
介
さ
れ
た
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』
(
以

下
吉
田
本
と
呼
ぶ
)
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

で
は
一
体
こ
の
奈
良
絵
の
主
(
作
者
)
は
誰
な
の
か
、
と
見
れ
ば
、
箱
の
蓋
に
「
伏
見
殿
邦
房
親
王
」
と
あ
る
。
(
中
略
)
邦
房
親
王

(
天
正
三
年
元
服
、
元
和
七
年
亮
)
(
中
略
)
こ
の
奈
良
絵
本
は
、
慶
長
勅
版
で
は
な
い
が
、
邦
房
親
王
と
い
う
堂
上
家
の
活
動
と
し
て

の
奈
良
絵
本
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
こ
の
奈
良
絵
本
は
、
構
図
や
多
彩
な
色
と
金
を
用
い
て
前
代
の
情
趣
に
あ
や
か
っ
た
も
の
。

ま
た
奈
良
絵
本
は
人
物
描
写
が
没
個
性
的
で
簡
略
な
構
成
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
こ
の
「
百
人
一
首
」
の
似
絵
は
、
天
皇
以
下



君
臣
男
女
と
も
各
人
は
比
較
的
に
写
実
的
で
、
版
本
の
素
庵
本
に
も
増
し
て
、
表
情
豊
か
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
服
装
も
色
彩
鮮
や
か

で
、
衣
の
線
な
ど
に
も
専
門
絵
師
臭
の
な
い
、
初
々
し
き
が
感
じ
ら
れ
る
で
は
な
い
か
。
し
か
も
「
百
人
一
首
」
歌
仙
絵
と
し
て
は
、

素
庵
本
と
相
前
後
す
る
現
存
最
古
本
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
、
吉
田
氏
は
、
邦
房
親
王
を
吉
田
本
の
作
者
を
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
で
も
ご
く
初
期
の
元
和

年
間
ま
で
の
作
品
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
直
接
の
署
名
に
依
ら
な
い
筆
者
に
つ
い
て
は
、
箱
書
き
や
極
め
札
が
あ
っ
て
も
、

、
」
『
「
ノ

-p-

し

て

ナ

ム

ん
は
疑
う
必
要
が
あ
る
。
細
か
く
調
査
を
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
多
く
が
、
間
違
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

私
の
結
論
を
先
に
言
う
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
吉
田
本
の
文
字
の
筆
跡
は
、
邦
房
親
王
の
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
は
朝
倉
重
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賢
の
晩
年
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
筆
跡
を
除
い
て
も
、
そ
の
紙
や
体
裁
か
ら
、
慶
長
・
元
和
年
間
頃
で
は
な
く
、
延
宝
年
間
前
後
の
制
作
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

十
年
程
前
で
あ
っ
て
も
、
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
、
同
じ
筆
跡
の
作
品
を
室
町
時
代
写
と
か
、
十
九
世

紀
の
写
と
す
る
専
門
の
研
究
者
も
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
吉
田
氏
に
よ
る
紹
介
は
、
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』
を
考
察

す
る
上
で
は
、
画
期
的
で
あ
り
、
こ
の
ほ
ぼ
原
寸
大
の
カ
ラ
l
版
に
よ
る
影
印
は
、
今
後
も
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』
研
究
の
中
心
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

四
、
架
蔵
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』

こ
こ
に
、
吉
田
本
『
百
人
一
首
」
と
深
く
関
わ
る
、
二
つ
の
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
を
述
べ
た
い
。
架
蔵
本
の



中
に
、
吉
田
本
『
百
人
一
首
』
と
き
わ
め
て
よ
く
似
た
「
百
人
一
首
』
が
二
つ
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

つ

(
架
蔵
A
本
)
は
、
少
な
く
と

も
文
字
の
部
分
は
、
吉
田
本
と
ま
っ
た
く
同
じ
筆
跡
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
朝
倉
重
賢
の
筆
跡
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
、
そ
の
類
似
度

か
ら
、
時
期
も
近
い
、
朝
倉
重
賢
の
晩
年
に
近
い
筆
か
と
思
わ
れ
る
。

朝
倉
重
賢
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
生
成
』
(
二

O
O
三
年
八
月
、
三
弥
井
書
庖
)
や
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
展
開
』

(二

O
O
九
年
五
月
、
三
弥
井
書
庖
)
等
に
一
記
し
た
が
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
詞
書
き
を
最
も
多
く
書
写
し
た
人
物
で
、
絵
巻
の
一
部
に
署
名

し
た
作
品
が
存
在
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
長
い
期
間
、
絵
巻
や
豪
華
絵
本
を
専
門
に
書
写
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
初
期
は
大
き
く

流
れ
る
よ
う
な
文
字
を
書
く
が
、
徐
々
に
字
が
小
さ
く
な
り
、
晩
年
は
少
し
震
え
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
筆
跡
に
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
署
名
が
あ
る
の
は
、
比
較
的
に
早
い
時
期
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

朝
倉
重
賢
は
、
そ
の
生
没
年
も
判
明
し
な
い
無
名
の
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
初
期
の
絵
巻
は
、
浅
井
了
意
が
詞
書
き
を
記
し
た
絵
巻
と
紙

-223-

質
や
体
裁
が
酷
似
す
る
こ
と
や
、
朝
倉
重
賢
筆
の
詞
書
き
を
持
つ
絵
巻
の
絵
の
部
分
に
、
海
北
友
雪
の
落
款
が
存
在
す
る
作
品
が
あ
る
こ
と

等
か
ら
、
寛
文
年
間
前
後
か
ら
、
延
宝
年
間
以
降
ま
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

と
な
る
と
、
架
蔵
A
本
や
、
文
字
が
同
筆
の
吉
田
本
は
、
と
う
ぜ
ん
、
そ
の
頃
の
制
作
と
な
り
、
し
か
も
、
朝
倉
重
賢
は
、
京
都
の
絵
草

紙
屋
で
あ
る
、
城
殿
や
小
泉
と
い
っ
た
庖
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
、
京
都
の
絵
草
紙
屋
の
仕
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
城
殿

や
小
泉
は
、
主
に
大
名
家
に
奈
良
絵
本
・
絵
巻
類
を
納
品
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』
も
、

大
名
家
や
裕
福
な
商
人
が
所
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
架
蔵
A
本
と
よ
く
似
た
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
」
が
、
架
蔵
B
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
字
の
筆
跡
は
、
吉
田
本
・
架
蔵
A
本
と
は
、

明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
。
ま
た
、
人
物
絵
に
つ
い
て
は
、
三
伝
本
と
も
、
誰
の
手
に
な
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
類
似
す



る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

五
、
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』
三
伝
本
の
書
誌

こ
こ
で
、
こ
の
三
つ
の
伝
本
の
主
な
書
誌
を
、
比
較
で
き
る
よ
う
に
一
覧
に
し
て
み
よ
う
。
吉
田
本
、
架
蔵
A
本
、
架
蔵
B
本
の
順
番
で

列
記
す
る
。

吉
田
本

形
態
、
奈
良
絵
本
、
二
冊
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す
法
、
縦
二
三
・
三
糎
、
横
一
七
・
一
糎

表
紙
、
薄
茶
色
地
金
繍
模
様
表
紙

外
題
、
左
上
題
築
「
百
人
一
首
」

内
題
、
な
し

料
紙
、
斐
紙

奥
書
、
な
し

複
製
、
「
百
人
一
首

為
家
本
・
尊
円
親
王
本
考
』

架
蔵
A
本



形
態
、
奈
良
絵
本
、
二
冊

す
法
、
縦
二
三
・
五
糎
、
横
一
七
・
三
糎

表
紙
、
紺
色
地
金
泥
模
様
表
紙

外
題
、
中
央
上
題
築
「
百
人
一
首
」

内
題
、
な
し

料
紙
、
斐
紙

奥
書
、
な
し

複
製
、
な
し
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架
蔵
B
本

形
態
、
奈
良
絵
本
、
二
冊

寸
法
、
縦
二
一
二
・
八
糎
、
横
一
七
・
七
糎

表
紙
、
水
色
地
金
繍
模
様
表
紙

外
題
、
左
上
題
築
「
百
人
一
首
」

内
題
、
な
し

料
紙
、
斐
紙

奥
書
、
な
し



複
製
、
な
し

こ
の
半
紙
本
の
大
き
さ
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
奈
良
絵
本
は
、
綴
葉
装
で
あ
っ
て
、
両
面
書
き
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
奈
良
絵
本
『
百
人

一
首
」
は
、
三
伝
本
と
も
に
、
片
面
書
き
の
袋
綴
じ
な
の
で
あ
る
。
半
紙
本
よ
り
大
き
い
、
特
大
本
の
奈
良
絵
本
や
横
型
の
奈
良
絵
本
で
は
、

袋
綴
じ
が
主
流
な
の
で
あ
る
が
、
縦
型
の
こ
の
大
き
さ
で
袋
綴
じ
で
あ
る
の
は
、
他
に
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
。
こ
れ
だ
け
を
と
っ
て
も
、

こ
の
三
伝
本
の
共
通
性
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
紙
質
も
近
い
の
で
、
ほ
ほ
同
じ
頃
の
制
作
か
と
思
わ
れ
る
。

六
、
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』

の
比
較

三
伝
本
と
も
に
、
半
紙
本
の
大
き
さ
の
縦
型
奈
良
絵
本
で
あ
り
な
が
ら
袋
綴
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
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大
き
さ
で
、
斐
紙
の
袋
綴
じ
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
、
開
い
て
も
落
ち
着
い
た
状
態
に
は
な
ら
な
い
。
聞
い
て
も
す
ぐ
に
綴
じ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
明
治
時
代
以
前
の
日
本
の
本
は
、
し
ん
な
り
と
し
た
紙
が
特
徴
で
あ
る
か
ら
、
開
け
ば
落
ち
着
き
、
手
で
押
さ
え
な
く
と
も
、

読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
斐
紙
で
も
、
幅
が
大
き
け
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
落
ち
着
く
が
、
幅
十
七
糎
前
後
で
は
、
跳
ね
返
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
こ
の
体
裁
の
奈
良
絵
本
に
し
た
、
何
か
特
殊
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
今
後
の
研
究
課
題
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
「
百
人
一
首
』
を
奈
良
絵
本
と
し
て
よ
い
こ
と
は
、
そ
の
筆
跡
に
朝
倉
重
賢
と
思
わ
れ
る
字
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
他
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
と
比
較
し
な
が
ら
で
な
い
と
、
制
作
時
期
や
制
作
の
環
境
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

少
な
く
と
も
、
文
字
に
つ
い
て
は
、
吉
田
本
と
架
蔵
A
本
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
重
賢
と
思
わ
れ
、
架
蔵
B
本
も
、
誰
と
ま
で
は
分
か
ら
な
い

が
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
よ
く
あ
る
タ
イ
プ
の
文
字
で
あ
る
。



そ
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
第
二
首
目
の
持
統
天
皇
の
和
歌
の
本
文
が
、
吉
田
本
は
、
「
春
過
て
夏
来
に
け
ら
し
」
と

な
っ
て
い
る
の
に
、
架
蔵
A
本
は
、
「
春
過
て
夏
来
に
け
り
な
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
筆
者
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
、
時
期
的
に
近
い

は
ず
な
の
に
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
架
蔵
B
本
や
、
他
の
多
く
の
『
百
人
一
首
』

の
諸
本
は
、
吉
田
本

と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
は
、
『
万
葉
集
』
と

『
新
古
今
集
』
と
で
の
違
い
が
あ
る
等
、
も
と
も
と
問
題
の
あ
る
和
歌
で
は
あ
る
が
、
こ
れ

は
お
も
し
ろ
い
現
象
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
文
字
の
書
き
方
を
見
る
と
、
吉
田
本
も
架
蔵
A
本
も
、
作
者
名
を
左
に
書
く
等
、
少
し
変
わ
っ
た
書
き
方
も
見
ら
れ
る
。
吉

田
本
の
方
が
、
そ
う
い
う
箇
所
は
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
架
蔵
B
本
や
他
の
多
く
の
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
絵
師
の
作
の
よ
う
に
見
え
る
。
単
純
な
比
較
を
す
る
と
、
架
蔵
A
本
は
、
全
て
の
人
物
の
絵
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に
畳
を
敷
い
て
い
る
。
吉
田
本
と
架
蔵
B
本
は
、
崇
徳
天
皇
を
除
く
天
皇
に
は
畳
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
人
物
に
は
畳
を
敷
い
て
い
な
い
。

色
や
姿
勢
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
共
通
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
異
な
る
場
合
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
元
に
な
っ
た
本
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』
に
も
元
本

が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
版
本
の
「
百
人
一
首
』
も
数
多
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
直
接
ど
の
本
を
元
に
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

こ
の
よ
う
な
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』
は
、
白
幡
洋
三
郎
氏
編
『
百
人
一
首
万
華
鏡
』
(
二

O
O
五
年
一
月
、
思
文
閤
出
版
)

の
口
絵
に
類

似
し
た
写
真
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
に
も
存
在
し
て
い
よ
う
。
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
さ
ら
な
る
、
伝
本
の
出
現
が
期
待
で
き
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
が
で
き
る
資
料
な
の
で
あ
る
。
今
後
の
奈
良
絵
本
『
百
人
一
首
』

の
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
願
い
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。



な
お
、
最
後
に
架
蔵

A
本
と
架
蔵

B
本
の
同
じ
箇
所
を
上
下
に
し
て
、

三
枚
ず
つ
、
そ
の
写
真
を
掲
載
す
る
。
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